
 

 

 

 

１．事業の目的（趣旨・ねらい） 

   不登校傾向にある中学生を対象とし、自然体験活動を通じて交流し、社会性や協調 

性、忍耐力を育成する。また、スタッフやボランティアとの穏やかな関わりのなかか 

ら自己を表現する力、自分で決定する力を持てるように支援する。 

 

２．事業の概要 

（１）期日 

平成２８年２月２７日（土）～２８日（日）１泊２日 

（２）参加者 

  ① 募集対象・人数 

    倉敷市内適応指導教室（４施設）中学生１年生～３年生・８人 

② 参加者数 

      ９名 

（３）講師等 

国立吉備青少年自然の家職員 

遊木民（Tree＋ing Club） 

ウーリーズ（吉備法人ボランティア） 

（４）企画・運営のポイント 

   ① 効果的なプログラムにするため、不登校ぎみの生徒の現状を知るために、それ

ぞれの専門分野を持つ有識者の方を集め、推進委員会を設置した。 

   ② 今年度は倉敷市教育委員会と連携し、市内５か所の適応指導教室を対象に参加

者を募集した。 

   ③ 開会式の前に吉備の雰囲気になれるため、また、楽しい雰囲気を作るために仲

間作りゲームを入れた。 

３．活動の内容等 

 （１）日程 

2 月 27 日（土） 2 月 28 日（日） 

9:30 

10:00 

12:00 

13:00 

13:15 

13:30 

 

 

 

16:00 

20:30 

受付 

アイスブレイク 

昼食 

開会式 

オリエンテーション 

アウトドアクッキング（選択制） 

○ポークビーンズ＆パン 

○ローストチキン＆パン 

○手作りピザ 

天体観察・ナイトハイク（選択制） 

入浴・就寝 

6:15 

7:30 

9:30 

 

 

 

12:00 

13:30 

 

 

15:00 

起床・洗面・清掃・朝のつどい 

朝食・片付け 

チャレンジタイム（選択制） 

 ○ツリーイング 

 ○マウンテンバイク 

 ○散策 

昼食・休憩 

ふりかえりタイム（選択制） 

 ○写真立て作り 

 ○焼き板 

閉会式 

平成２７年度 国立吉備青少年自然の家教育事業 

Kibi Kibi ふれあい交流キャンプ 



（２）活動の様子 

 

 

 

 

 

                

 

 

      【アイスブレイク】           【アウトドアクッキング】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【ツリーイング】                       【散策】 

   

４．成果・課題 

 （１）満足度 

    満足：１００％  

 （２）参加者の声 

① どの活動も楽しく取り組めた。 

② ボランティアの人がいて一緒に活動できた。 

 （３）成果 

 推進委員の方々の意見を取り入れた日程にしたことで、参加者も積極的に活動に

参加できていた。特にどの活動も選択制として興味あるものに取り組めるようにし

たことで全員が何らかの活動をしていた。 

 （４）今後の課題 

   ① 参加対象について今日の現状や課題から決定する。 

   ② 次年度は岡山県下から募集とするので、どこにどのように広報していくか、参

加決定にも工夫が必要。 

 

担当：企画指導専門職 河本 潤 


